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        きょうのふくいんヨハネ３．１４〜２１ 

「そのとき、イエスはニコデモにいわれた」「モーセがあれのでへびをあげたように。ひとのこもあげ
られねばならない。それは、しんじるものがみな、ひとのこによってえいえんのいのちをえるためで
ある。かみは、そのひとりごをおあたえになったほどに、よをあいされた。ひとりごをしんじるものが
ひとりもほろびないで、えいえんのいのちをえるためである。かみがおんこをよにつかわされたのは、
よをさばくためではなく、おんこによってよがすくわれるためである。おんこをしんじるものはさば
かれない。しんじないものはすでにさばかれている。かみのひとりごのなをしんじていないからであ
る。ひかりがよにきたのに、ひとびとはそのおこないがわるいので、ひかりよりもやみのほうをこの
んだ。それが、もうさばきになっている。あくをおこなうものはみな、ひかりをにくみ、そのおこない
があかるみにだされるのをおそれてれて、ひかりのほうにこないからである。しかし、しんりをおこ
なうものは、ひかりのほうにくる。そのおこないがかみにみちびかれてなされたということが、あき
らかになるため。 

 

このふくいんしょをゆっくりよめば、わかってくるとおもいますが、リーダーはどういうふうにせつめいをした

らもっとわかるのかな、とすこしなやみました。 

ファリサイはのぎいんで、きょうしでもあったニコデモというひとにイエスさまはちちなるかみさまのたいせつな

メッセージをおしえてくださった。「かみは、そのひとりごをわたしたちにあたえてくださったほど、このよ（せか

い）をあいされた。」かみさまは、すべてのひとがすくわれることをのぞんでおられる。しかしにんげんはわるい

ことをいっぱいして、それがわるいことだときづいていないときに、それはくらやみのなかにいる。かみさまは

にんげんがますますわるくなっていくのをみて、ごじぶんのだいすきなひとりごをこのせかいにおくることにし

ました。それはイエスさまですね。イエスさまはひかりであり、このせかいをてらしていきたいのに、ひとびとは

「やみ」をえらんだ。わるいことをしているわたしたちのこころをてらして、そのわるいことをなおすためにひか

りをあてて、そのことをもうぜったいに２どと、しないとわたしたちにちからをあたえてくださる。やみをえらん

だひとは、わるいことをしても、わるいとわからなくなっているので、さばきをうけるとイエスさまがいっていま

す。はんたいにイエスさまについていきたいひとは、「ひかり」のほうをえらんだので、かみさまにみちびかれて

いきていくことになります。わたしたちも、かみさまのよびかけにこたえたいですね。 

きょうはしじゅんせつのだい４のしゅじつです。イエスさまがじゅうじかにかけられたこととふっかつさいがめ

のまえにありますね。フランシスコきょうこうさまがこのしじゅんせつのあいだにすすめてくださっていることが

あります。「わたしたちのまわりのひとをかなしめたり、おこらせたり、めいわくをかけたりするかわりに、ちから

をあたえ、はげまし、ゆうきづけることばをかけましょう。このようにしたら、イエスさまがあたえてくださってい

るひかりがわたしたちのこころをてらし、わたしたちはそのちからによってよいことをするうようになります。イ

エスさまがわたしたちをすくうためにこのよにこられたので、かみさまにイエスさまをおくってくださったことを

かんしゃしましょうね。 

こんしゅうはイエスさまといっしょになにができるのでしょうか。「ほほえみ」「やさしいことばかけ」「おともだ

ちのよいところさがし」？かんがえて、ひとつだけでもやりましょうね。 


